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ねたしたち13サルビア・
マリーコールドを植えました2

子供会・老人会は，コスモスを植えた。青年会は桜を植えた 。婦人会

も負けてはいられないと，町内全域にサルビア4，500本・マリーゴールド  

2，000本を植えました。 (写真は生名地区)

各団体が，心をこめて植えた花等が，今後咲き続けていくでしょう 。

自介たちが手を加えてつくったものが成長していくのは， うれしいもの

です。みなさんも白介たちの町に手を加え，

みんなの手づくりの町をつくってみませんか。 

6月号

町民のうごき

世帯数  1，978・ 人口 男 3，841 女 4，040 計 7，881 (昭和田年 4月30日現在)


出生男  4女 7計 ・死亡男  5女 1計 6・転入男17女17計34・転出男27女26計53(昭和62年 4月中)


広報かつうら B月号=204・昭和62年 6月1日発行編集と発行勝浦町総務課 でんわ(08854)2 -2511閥
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つ ら 昭和62年� 6月 1日 (2) 

d

ずコ第204号 カミ� 

ラSのみち

，、


星
の
岩
屋
に
あ
る
滝
は
、
頭
上

か
ら
落
下
す
る
滝
水
を
裏
側
か
ら

見
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
裏
見

の
滝
と
言
わ
れ
て
い
る
。

あるけ大会=ー

緑の山みち」と題して.� 210名(町内� 145名・町外

会が開催されました。

のうち中津峰山越のみちが完成したのを機会に， 実

のあと，星谷橋を北へとぬけ星の岩屋へ，星の岩屋

かいました。仏石では昼食をとった後，ゲーム等を

然に親しみながら，楽しい|日を過ごしまし

所等を見てみましょう 。

(資料・勝浦町前史)

司
星
谷
寺

星
の
岩
屋

弘
法
大
師
が
、
七
日

間
こ
こ
に
こ
も
り
修
行

し
た
こ
と
に
起
因
す
る

と
伝
え
ら
れ
、
こ
こ
に

あ
る
星
谷
寺
は
十
九
番

札
所
(
立
江
寺
)
の
奥

の
院
と
さ
れ
て
い
る
。

星
の
岩
屋
は
、
深
い

山
中
に
あ
っ
て
大
き
な

岩
績
が
あ
り
、
そ
の
上

部
か
ら
は
、
四
季
を
通

じ
て
滝
水
が
落
下
し
、
真
言一
口
密
教

裏
男
の
滝

の
修
行
僧
が
岩
窟
に
こ
も
り
、
滝

を
前
に
沈
思
眠
想
、
修
行
し
た
こ

と
に
起
因
し
て
、
寺
庵
に
ま
で
発

展
し
た
も
の
と
一
一
=一口
わ
れ
て
い
る
。

星
の
岩
屋
の
伝
承
と
し
て
、
そ

の
昔
、
住
昔
悪
星
が
あ
っ
て
、
人

々
に
災
禍
を
な
し
て
い
た
の
で
、

弘
法
大
師
が
法
力
で
、
」
の
悪
星
を

地
上
に
引
き
お
ろ
し
、
こ
の
窟
に

封
じ
こ
め
た
と
こ
ろ
、
悪
星
が
石

と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
石
を

ま
つ
っ
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
星
の
岩
屋
の
所
在

地
星
谷
の
名
は
、
こ
の
伝
承
か
ら

き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

生
不
動
の
ク
ス

(
天
然
記
念
物
)

星
の
岩
屋
境
内
に
あ
る
楠
は
、

高
き
二 
0
メ
ー
ト
ル
・
周
囲
四
メ
|

ト
ル
・
樹
齢
四
百
五
十

年
と
推
定
さ
れ
、
そ
の

基
部
に
あ
る
大
き
な
空

洞
の
中
に
は
、
南
面
の

ヰ
ナ
身
の
不
動
明
王
が
刻

ま
れ
、
背
に
は
焼
皮
が

あ
っ
て
火
焔
光
背
の
形

を
し
て
お
り
、
生
不
動

の
ク
ス
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
ま
た
、
こ
の
不
動

明
王
を
拝
め
ば
、
腰
部
の
病
が
治

癒
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

企あるけあるけ大会に集まった参加者
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(3) 昭和62年� 6月� 1日 カミ つ ら 第204号ずコ

ヲ匂。 

自然に親しみ� 

4月26日「さあでかけよう/幸庁� 

65名)の参加のなカ、あるけあるけ大

今回のコースは� r四国のみち」

施されたものです。

当日は，星谷橋下に集合し開会

で少しの休憩をとり，仏石へと向

楽しみ午後中山を経由し，自� 

fニ。

お奇いたかっ
あるけ� 

イム

石

仏
石
庵
境
内
に
は
四
段
円
形
に

尊
像
が
置
か
れ
、
最
下
段
前
面
中

央
の
弘
法
大
師
像
を
中
心
と
し
て
、

他
五
十
三
体
の
尊
像
が
安
置
さ
れ
、

前
方
に
ゴ
マ
壇
が
あ
り
、
礼
拝
さ

れ
て
い
る
。

仏
石
の
伝
承
と
し
て
は
、
昔
、

弘
法
大
師
が
中
山
村
を
通
ら
れ
て

以
来
、
こ
の
村
に
足
を
と
め
、
泊

ま
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の

夜
の
こ
と
、
山
上
に
光
り
輝
く
も

の
が
見
え
、
大
師
は
不
思
議
に
思

わ
れ
た
。
あ
く
る
朝
早
く
、
そ
の
渓

谷
を
分
け
登
っ
た
と
こ
ろ
、
数
十

丈
ほ
ど
も
あ
る
高
い
岩
を
見
つ
け

ら
れ
、
仰
ぎ
見
る
と
、
そ
の
岩
上

に
、
両
部
(
胎
蔵
界
・
金
剛
界
)

回
国
文
茶
羅
の
諸
像
が
出
現
し
て
い
た
。

光
明
輝
か
し
く
、
大
師
は
大
い
に

喜
び
、
教
え
を
請
っ
て
、
こ
の
諸

仏
の
霊
を
こ
こ
に
ま
つ
っ
た
。
こ

れ
を
起
縁
と
し
て
、
後
代
の
人
々

が
こ
の
巨
岩
の
上
に
七
十
三
尊
の

仏
像
を
彫
ん
で
{
事
直
し
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。
仏
像
は
現
在
五
十
三

体
と
な
り
、
仏
石
庵
と
呼
ば
れ
て

い守合
。

-¥ 

この機会に， コースの名

仏
石
山
穴
門

星
の
岩
屋
か
ら
仏
石
庵
に
通
じ

る
道
の
途
中
に
あ
り
、
ト
ン
ネ
ル

状
に
な
っ
て
い
る
(
高
き
一
・
六

メ
ー
ト
ル
、
幅
一
メ
ー
ト
ル
、

長
さ
六 
1
七
メ
ー
ト
ル
)
入
口
の

石
に
は
、
「
仏
石
」
と
刻
ま
れ
て
い
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昭和� 62年� 6月� 1B (4)らフずコヌう込第� 204号

概
数
と
最
終
の
三
回
に
分
け
て
、

開
票
所
と
福
祉
セ
ン
タ
ー
入
口

に
掲
示
し
ま
す
。

最
終
発
表
は
十
時
前
後
の
見

込
み
で
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
町
選
挙
管

理
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

夫、ぃ
。

勝
浦
町
議
会
議
員
 -

般
選
挙


投
票
日
は
6
月
�
 自
由

n

期
が
満
了
す
る
勝
浦
町
議
会
議
員

の
一
般
選
挙
は
、
六
月
二
十
三
日

に
告
示
さ
れ
、
六
月
二
十
八
日
に

投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。
開
票
は
同

日
午
後
八
時
か
ら
住
尽
福
社
セ
ン

タ
ー
で
行
い
ま
す
。

-
こ
の
選
挙
で
新
し
く
選
挙
人
名

簿
に
登
載
さ
れ
る
者

・
不
在
者
投
票
�
 

いざ、 清潔な選挙へ・・・・.. 

O
昭
和
四
十
二
年
六
月
二
十
九

O
昭
和
六
十
二
年
三
月
二
十
二

O
業
務
な
ど
、
や
む
を
得
ず
投

票
日
に
支
障
の
あ
る
方
は
、
告

; 

桂
樹
一一一 一� )

ー ー 一

一 一

/
J
 

昭
和
六
十
二
年
七
月
九
日
に
任

選
挙
や
政
治
を
き
れ
い
に
す
る

た
め
に
は
、
選
挙
に
お
金
が
か
か

ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
大
切

な
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
は

公
職
に
つ
い
て
い
る
人
や
候
補
者

に
な
ろ
、
っ
と
す
る
人
た
ち
ば
か
り

で
な
く
、
有
権
者
も
ま
た
協
力
し

な
け
れ
ば
実
現
す
る
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

来
る
勝
浦
町
議
会
議
員
一
般
選

挙
で
は
、
み
ん
な
が
正
し
い
判
断

と
自
覚
を
持
っ
て
明
る
く
正
し
い

選
挙
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
�
 

日
以
前
に
生
ま
れ
た
卓
句

日
以
前
か
ら
引
き
続
い
て
勝
浦

町
内
に
住
所
多
ャ
有
し
て
お
り
、

公
職
選
挙
法
に
定
め
ら
れ
て
い

る
欠
格
事
項
に
該
当
し
な
い
半
句

示
日
�
 (二
十
三
日
�
 
)
か
ら
投
票

立
川
地
区
は
午
前
七
時
か
ら
午

後
四
時
ま
で
で
す
。

-
開
票

す
。

-
開
票
速
報

開
票
速
報
は
中
間
(約
半
数
)、

日
の
前
日
�
 (二
十
七
日
)
ま
で

に
役
場
で
投
票
を
行
っ
て
下
さ

請
求
は
、
六
月
二
十
四
日
で
締

者
重見

十時
司月

す二ま

本人。し、� 

O

-
入
場
券

入
場
券
は
、

六
月
二
十
四
日

前
後
に
送
付
し
ま
す
。(
間
違
い

は
な
い
か
、
早
め
に
確
認
し
て

く
だ
さ
い
�
 )

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の

-
投
票
時
間

投
票
時
間
は
午
前
七
時
か
ら

午
後
六
時
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、

六、役場か代 ぷ〉

理議室z 月
イ展

の十
方 ー

補

がで 日 予
定

め
切
り
ま
す
。

立

開
票
は
午
後
八
時
か
ら
住
民

福
祉
セ

ン
タ
ー
三
階
で
行
い
ま

かt-、� 
dヨbEZh 町山 充i]L

O 

明る く正しい

選挙を� / 

O 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
勝浦町議会議員一般選挙
投票日は６月２８日（日）



つ ら 第204号(5) 昭和62年 6月 1日 

H

H

同
和
問
題
の
本
質

同

対

新

法

施

行


h

ブラジルから
 
9年目の

帰国 
  

企木村さん夫妻と町長  

さ
る
四
月
二
十
二
日
、
ブ
ラ
ジ

ル
へ
海
外
移
住
事
業
団
の
一
員
と

し
て
移
住
さ
れ
て
い
る
木
村
明
男

さ
ん
(
旧
性

・
大
川
)
が
帰
町
さ

れ
、
町
長
へ
あ
い
さ
つ
に
こ
ら
れ

ホ

。

AF--νh~

4
A
向
山緑

-

(
同
対
審
答
申
よ
り
)

『

出
'

棟

月

F
町

A
V
a
a
-

-
P
'

5
、ぇ

造

備
木
を

地
占

園・� J

.
世
帯

場

世

車

5

駐

旬

戸司‘・、

r-、、

日

幼児遊園48.3m'，

植込枠及び植栽一式

木
村
さ
ん
は
現
在
、
ブ
ラ
ジ
ル

の
パ
ラ
州
ベ
レ
ム
市
で
農
場
を
経

d

司
ピ
メ

ン
タ

営
さ
れ
、
輸
出
用
の
ピ
メ
ン
タ
(
香

辛
料
)
の
栽
培
と
牛
の
飼
育
を
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

木
村
さ
ん
は
、
前
回
の
帰
町
か

ら
九
年
ぶ
り
の
帰
町
で
し
た
が
、

町
並
み
の
変
化
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
比
べ

て
の
道
の
狭
さ
に
篤
い
た
そ
う
で

す
。
木
村
さ
ん
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の

話
、
農
場
経
営
の
話
、
昔
の
思
い

出
な
ど
を
話
き
れ
、
み
か
ん
の
味

に
舌
つ
つ
み
を
う
ち
な
が
ら
最
後

に、

町
の
農
業
後
継
者
に
ぜ
ひ
農

業
の
海
外
視
察
を
さ
せ
て
ほ
し
い

と
強
調
さ
れ
、
役
場
を
あ
と
に
さ

れ
ま
し
た
。

事
 

地
域
改
善
対
策
特
別
措
置
法
が

昭
和
六
十
二
年
三
月
末
日
で
期
限

切
れ
と
な
り
、
四
月
一
日
か
ら
「
地

域
改
善
対
策
特
定
事
業
に
係
る
国

の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る

法
律
」
(
地
域
改
善
財
特
法
)
が
公

布
さ
れ
焔
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昨
年
十
二
月
十
一
日

の
地
域
改
善
対
策
協
議
会
意
見
具

申
の
趣
旨
を
ふ
ま
え
て
出
さ
れ
た

も
の
で
す
。

意
見
具
申
の
中
で
は
地
域
改
善

対
策
事
業
の
今
後
の
課
題
と
し
て
、

第
一
に
「
差
別
意
識
の
解
消
の
問

題
」
を
あ
げ
、
今
後
啓
発
活
動
の

推
進
に
当
た
る
こ
と
が
必
要
だ
と

述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

町
に
お
い
て
も
、
同
対
審
答
申

の
原
点
に
返
り
、
学
校

・
社
会

・

職
域
で
の
研
修
を
進
め
る
計
画
で

す。

町
民
の
み
な
さ
ん
も
}

一
人

ひ
と
り
が
自
分
の
問
題
と
し
て
受

け
と
め
、
解
消
に
向
け
真
剣
に
取

り
組
み
、
差
別
の
な
い
明
る
い
町

づ
く
り
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
�
 

本
社
会
の
塵
史
的
発
展
の
過
程
に

お
い
て
形
成
さ
れ
た
身
分
階
層
構

造
に
基
づ
く
差
別
に
よ
り
、
日
本

、

国
民
の
一
部
の
集
団
が
経
済
的

・

社
会
的

・
文
化
的
低
位
の
状
態
に

一

お
か
れ
、
現
代
社
会
に
お
い
て
も
、
山

な
お
著
し
く
基
本
的
人
権
を
侵
害

叩

さ
れ
、
と
く
に
近
代
社
会
の
原
理

一

と
し
て
何
人
に
も
保
障
さ
れ
て
い

る
市
民
的
権
利
と
自
由
を
完
全
に
'

保
障
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
、
も

柄

問
題
で
あ
る
。

っ
と
も
深
刻
に
し
て
重
大
な
社
会

川

い
わ
ゆ
る
同
和
問
題
と
は

事業の概要

@総事業費 50，737千円 

内訳 国庫補助金 22，114千円  

起債 11 ，000千円 

一般財源 17，623千円

。構造・規模

木造平屋建  59.62m'，3 D K 

O敷地面積

1，067m' 

0その他の施設

駐車場65m'，物置  5か所，
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(6)第204号� カ込 Jコ つ ら 昭和62年� 6月� 1日

う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
園
の


っ
て
下
さ
い
。

両
農
協
と
も
本
事
業
に
は
特
に

意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
昨
年
度
は
申
し
込

み
希
望
者
が
少
な
く
、
事
業
が
出

来
て
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。
今

年
こ
そ
改
植
最
後
の
年
と
い
う
感

覚
で
、
園
地
の
若
返
り
に
精
を
出

し
て
下
さ
い
0 

1
¥
)

具
体
的
に
表
に
す
る
と
次
の
と

お
り
で
す
。

改
植
事
業


り
ま
す
。
そ
し
て
昨
年
産
果
の
版

売
結
果
を
み
て
も
佳
良
系
と
在
来

系
の
価
格
差
は
歴
然
と
表
れ
て
い

ま
す
。
せ
っ
か
く
作
る
な
ら
販
売

単
価
の
高
い
も
の
を
作
り
ま
し
ょ

、「ノ。
こ
の
さ
い
ユ
ズ
台
み
か
ん
や
従

来
か
ら
の
系
統
は
ぜ
ひ
改
植
を
行

現在 改植後 摘 要

うんしゅう

みかん

うんしゅう

みかん

補助対利子す象とならない�  fが旦
し無 の借入す金制度
ありま�  )(1年えおき�  
6年払い

うんしゅう

みかん

伐採のみ(ま
たは抜恨を
含む)

補助対象となる 。

うんしゅう

みかん

他の果樹類

や花木等

補助対樹象(とiなる。ごく一�  
11音 の持HDtU;I:っきく ・リ ンコウ

は駄目。除適地適作でな い
ものは 外される見通し

詳
細
に
つ

い
て
は
、
農
協
の
果

樹
担
当
の
指
導
員
、
ま
た
は
産
業

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
り
、

申
し
込
み
は
農
協
へ
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、

一
農
協
(
一
事
業
主
体
)

で
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
申
し
込

み
が
な
い
と
き
は
こ
の
事
業
は
で

き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

と争


円

り 

し
て
今
月
下
旬
に
は
、
特
に
何
か

U
M
H
U
M
H
H
V
M
H
HV
M
H
υ
n
υ
M
H
V
M
H
HV
M
H
H
V
M
H
U
M
H
H
V
M
H
HV
M
H
H
V
M
H
H
V
M
H
H
V
"
υ
MH
H
V
M
H
U
M
H
H
V
M
H
HV
M
H
U
M
U
H
ν
M
H
HV
M
H
υ

U
M
H
υ
M
H
υ
M
H

M
H
H
V
M
H
H
V
M
H
H
V
M
M
H
W
M
H
U

み
か
ん
園
の
改
植
事
業
は
、
国

の
補
助
事
業
と
し
て
昭
和
五
十
年

度
か
ら
始
ま
り
、
昨
年
度
で
終
了

す
る
予
定
で
し
た
が
、
国
の
方
針

で
さ
ら
に
本
年
度
か
ら
五
か
年
問
、

引
き
続
き
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た。

正
式
名
称
は
「
う
ん
し
ゅ
、
つ
み
か

ん
園
転
換
整
備
特
別
事
業
」
と
言

い
ま
す
。
内
容
的
に
は
今
度
も
今

ま
で
の
内
容
と
よ
く
似
て
い
ま
す

が
、
現
在
の
と
こ
ろ
詳
細
に
つ

い

て
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん。

き
て
、
こ
の
事
業
が
出
来
た
背

景
や
計
画
の
あ
ら
ま
し
を
ご
く
簡

単
に
説
明
し
ま
す
。

外
国
か
ら
の
果
実
輸
入
量
の
増

大
に
伴
い、

圏
内
の
園
地
を
こ
の

さ
い
、
よ
り
一
層
近
代
化
す
る
た

め
と
、
国
が
昭
和
七
十
年
を
目
標

と
し
た
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
の
生

産
量
二
百
四
十
八
万
八
千
ト
ン
に

見
合
う
栽
培
面
積
の
九
万
五
千
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
対
し
、
一
万
一
千
ヘ

ク
タ
ー
ル
も
面
積
が
多
す
ぎ
る
た

め
に
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

先
の
大
寒
波
直
後
に
改
植
さ
れ

た
使
良
系
の
み
か
ん
も
ボ
ツ
ボ
ツ

成
り
始
め
、
成
果
を
表
し
つ
つ
あ

M
H
HV
M
M
H
M
H
H
V
M
H
H
V
門 

V

川 

υ
M
H
HV
M
H
U
M
H
H
uv
n

u
v
M

門 

門
り
門

リ 

H
V
M
H
H
V
M
H
U
M
H
υ 
M
H
H
V
MH
HV
M
H
V
M
H
H
V

υ
M
H
H
V
M
H
U
M
H
H

M
HU 

M
H
H
V
M
H
u
v

舎
月
の
農
作
業
メ
モ

-
病
虫
害
防
除
と
摘
果
剤
散
布

今
月
か
ら
は
本
格
的
な
病
虫
害

の
防
除
期
で
す
。
先
般
各
地
区
の

農
業
振
興
協
議
会
役
員
き
ん
を
通

じ
配
布
し
ま
し
た
営
農
カ
レ
ン
ダ

ー
を
参
照
し
、
早
目
に
作
業
計
画

を
立
て
て
下
さ
い
。
病
気
の
防
除

や
摘
果
剤
の
散
布
は
、
手
遅
れ
で

は
取
り
返
し
が
つ
き
ま
せ
ん
。
そ

と
忙
し
く
な
り
ま
す
の
で、

少
々

早
く
て
も
手
回
し
を
し
て
お
い
て

下
さ
い
。

-
梅
・
ス
モ
モ
の
収
穫

一
般
的
に
言
え
ば
早
い
ほ
ど
値

が
高
く
有
利
な
場
合
が
多
い
の
で

す
が
、
「
若
採
り
」
し
す
ぎ
れ
ば
商
品

価
値
が
低
く
、
か
、
え
っ
て
産
地
の

名
を
汚
す
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

農
協
等
の
定
め
て
い
る
出
荷
基
準

の
指
示
を
必
ず
お
守
り
下
さ
い

0

・
圏
内
の
雑
草
管
理

七
月
初
旬
ま
で
は
少
々
の
草
が

生
え
て
い
て
も
、
大
き
な
障
害
と

は
な
り
ま
せ
ん
が
、
放
任
で
は
い

け
ま
せ
ん
。
宿
椴
性
の
雑
草
は
こ

の
時
期
に
退
治
し
た
い
も
の
で
す

が
、
薬
剤
の
種
類
と
使
用
量
に
よ

く
注
意
し
て
下
さ
い
。

営
農
基
礎
学
習
講
座
と
は
、
普

通
の
農
事
研
究
会
と
は
内
容
を
少

し
異
に
し
、
農
業
を
始
め
ら
れ
た

初
歩
の
方
、
(
若
妻
、
新
規
学
合
玉
匂
、

農
業
以
外
の
職
に
つ
い
て
い
て
、

退
職
後
農
業
を
始
め
ら
れ
た
方
)

ま
た
農
業
に
従
事
し
て
い
て
も
、

も
う
一
度
基
礎
を
し
っ
か
り
習
い

た
い
方
等
を
対
象
に
、
農
業
の
基

礎
知
識
を
中
心
に
学
ぶ
学
習
講
座

で
す
。

本
年
度
は
六
月
中
旬
頃
を
第
一

回
目
と
し
て
開
講
し
ま
す
の
で
、

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
下
記

に
よ
り
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

営
農
基
礎
学
習
講
座

受
講
者
募
集

コ」

一
、
開
講
日

月
に
一
回
、
二
十

二
十
五
日
の
閉
め
午
前
中

=
、
内
容

果
樹

・
野
菜

・
水
稲

生
活
改
善
関
係
等
。

三
、
場

所

主
と
し
て
農
業
改
良

普
及
所
二
階
。

目
、
受
講
料

年
間
一
千
円
。

豆
、申
し
込
み
先

j

農
業
改
良
普
及

所
宮
二
|
一
ご
九
八
又
は
町
産

業
課
宮
二

|

二

五

=

d、、

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
うんしゅうみかん園の改植事業

MUS04
テキストボックス
成功させよう第３５回全国かんきつ研究大会開会まであと94日



(7) 昭和62年� 6月� 1日 カミ ずつ

な
お 。
、
当
日
雨
天

フ ら 第204号� 

6
月
7
日
制
は

町
内
一
斉
清
掃
目

毎
年
六
月
か
ら
九

の
届
か
な
い
所
を
重
点
的
に
清
掃

し
て
下
さ
い
。
蚊
や
ハ
エ
等
の
発

生
を
未
然
に
防
ぎ
、
美
し
い
町
に

す
る
た
め
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

月
の
第
一
日
曜
日
は

町
内
一
斉
清
掃
日
で

す
。
環
境
美
化
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

本
年
も
、
六
月
七

日
日
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
清
掃
日
に
は
一

戸
に
一
人
は
必
ず
出

て
、
保
健
部
長
さ
ん

の
指
示
に
従
い
付
近

の
ド
ブ
や
用
排
水
の

清
掃
、
草
刈
り
な
ど
、

月
一
日
か
ら
、
勝
浦

町
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
の
記
号

・

番
号
か
新
し
く
な
り

ま
し
た
。

証
を
持
参
せ
ず
に
受
診
す
る
と

そ
の
医
療
費
の
全
額
を
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
忘
れ

ず
に
持
参
し
ま
し
ょ
う
。

みん怠の環境 

みん窓で協力 

美しい勝浦町を


の
と
き
は
、
第
二
日

曜
日
が
一
斉
清
掃
日

と
な
り
ま
す
。

実
施
日


六
月
七
日
間


七
月
五
日
同


八
月
二
日
田


九
月
六
日
日


日
ご
ろ
手

融資の申込み受付

より多くの方に，長期 ・ O申込受付期間

低利 ・無抽せんでおこたえ -個人住宅・建売住宅
...優勝した横瀬チームの面.々

するため， また後年の負担 昭和62年� 6月12日まで

昭和62年度第1回個人向け

犯
罪
捜
査
に
ご
協
力
を

一
、
事
件
の
発
生
を
知
っ
た
場
合

は
、
二 

番
へ
直
ち
に
通
報
を
。

O

一
、
被
害
に
あ
っ
た
時
は
、
必
ず

届
出
を
。

一
、
犯
罪
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る

こ
と
は
、
積
極
的
に
通
報
を
。

一
、
聞
き
込
み
に
ご
協
力
を
。

を軽減するため，すでにご -住宅改良

利用になっている皆さんの 昭和63年� 3月25日まで

お手元に余裕ができました ※詳しいことは住宅金融公

時には， 返済期間を繰り上 庫 ・高松支所� (fi0878一� 

げてご返済くださるようご 21-7l21)へお問い合わ

協力をお願いします。 せ下さの。

医
療
機
関
で
受
診
す
る
際
に
は

保
険
証
を
持
参
し
ま
し
ょ
う

昭
和
六
十
二
年
四

な
お
、
被
保
険
者
証
の

(保険証を大切にしましょう)

新
し
い
被
保
険
者

更
新
が
で
き
て
い
な
い
か

た
は
、
古
い
被
保
険
者
証

(
青
色
で
有
効
期
限
が
昭

和
六
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
も
の
)
を
役
場
税
務
保
険
課
で

新
し
い
被
保
険
者
証
と
交
換
し
て

下
さ
い
。

ま
た
、
被
保
険
者
の
か
た
で
異

動
(
出
生

・
死
亡

・
転
入
・
転
出
・

他
の
保
険
に
加
入

・
脱
退
等
)
が
、

繰り上げ返済のお願い� 

あ
っ
た
場
合
は
、
異
動
が
あ
っ
た

日
か
ら
十
四
日
以
内
に
、
印
鑑
を

ご
持
参
の
う
え
、
町
役
場
窓
口
へ

届
出
を
し
て
下
さ
い
。

勝
浦
町
税
務
保
険
課

地区対抗ミックスバレーボール大会

優勝 横瀬チーム
準優勝 生名チーム

./、./

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
みんなの環境
みんなで協力
美しい勝浦町を

MUS04
テキストボックス
国民健康保険

MUS04
テキストボックス
住宅金融公庫から

MUS04
テキストボックス
駐在所だより
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A

A

'
A

わ
れ
犬 

だ

吾
演
檀
を
降
り
る
そ
の
時

た 

'ー./¥

、、』

父
母
植
え
し
密
柑
の
大
樹
切
り
倒

す
品
種
更
新
明
分
と
し
て

l
坂

本

福

良

伴

二

押
し
つ
け
の
減
反
決
ま
ら
ぬ
集
会

を
出
で
て
夜
道
の
我
が
影
を
踏
む

坂

本

新

居

並

目

水
道
の
検
針
の
日
を
待
ち
く
れ
る

老
と
ひ
と
時
話
は
っ
き
ず

与
川
内
阿
部
ヨ
リ
ヱ

蜜
蜂
の
幼
虫
そ
っ
と
す
く
い
取
る

ロ
イ
ヤ
ル
ゼ
リ 

作
ら
む
と
し
て

与
川
内
新
居
き
く
え

畳
さ
が
り
霞
と
ま
ご
う
杉
山
は
花

粉
と
び
来
て
吾
を
苛
む

横
瀬
錦
内
常
一

ひ

あ

の

ご

と

茶
畑
の
一
と
雨
毎
に
青
み
増
す
海


風
の
来
る
な
だ
ら
か
な
丘


横
瀬
広
安
美
枝
子


高
知
へ
の
越
え
ね
ば
な
ら
ぬ
遂
道


の
長
き
を
児
童
ら
歓
声
上
、
け
る


横

瀬

桂

木

武

男

誰
よ
り
も
大
き
拍
手
と
思
い
お
り

横
瀬
中
国
ヤ
ス
ヱ

草
生
き
て
吾
が
脚
の
予
」
と
思
い
お

横
瀬
比
留
間
一

髪
か
ざ
り
光
る
娘
に
結
納
の
車
は

桜
花
つ
け
て
入
り
来
る

中

山

倉

越

ヒ

サ

根
絶
え
せ
ぬ
除
草
よ
う
や
く
終
え

し
掌
に
ほ
の
か
に
春
の
匂
い
残
れ

る

横

瀬

谷

翠

山

幼
孫
の
点
滴
続
く
幾
日
ぞ
心
に
入

ら
ぬ
野
菜
詰
め
お
り

中
山
溝
内
喜
美
代

合
格
の
通
知
届
き
し
受
験
の
子
階

段
の
音
常
よ
り
高
し

中

山

菜

城

絹

夢
一
夜
醒
め
て
空
し
き
明
け
方
の

窓
辺
に
薄
き
光
差
し
入
る

立
川
前
田
チ
ヱ
子

か
ろ
や
か
に
廻
る
矢
車
き
ら
き
ら

と
真
鯉
緋
鯉
の
影
泳
ぐ
な
り

立
川

竹
田
あ
ゆ
み

初
孫
を
祝
う
吾
家
の
鯉
の
ぼ
り
子

無
き
隣
の
上
を
泳
げ
り

立

川

堀

梅

子

合
格
の
発
表
記
事
を
探
す
度
視
力

の
お
と
ろ
え
年
毎
に
覚
ゆ

棚

野

広

井

貞

代

あ
さ
ん
と
リ

浅
緑
川
辺
に
な
び
く
芽
柳
に
心
な

ご
ま
す
っ
ぱ
め
飛
び
交
う

棚

野

谷

新

太

郎

瀬
の
音
に
目
覚
め
し
朝
は
旅
の
宿

厨
ご
と
な
き
一
と
時
憩
つ

棚

野

一

楽

靖

子

花
の
蕪
叡
郁
と
し
て
受
付
け
に
来

賓
を
待
つ
祝
宴
の
席

生

名

倉

橋

紅

梅

幾
筋
の
絹
布
を
染
め
し
如
く
し
て

遠
く
川
辺
に
な
び
く
菜
の
花

中
角
岡
本
は
つ
え

新
樹
雨
三
日
は
長
し
冷
え
び
え
と

鎖
切
れ
た
る
ぶ
ら
ん
こ
た
る
る

生

名

丸

山

香

月

「ハ

イ
ひ
と
つ
」
と
言
へ
ば
出
し
た

る
幼
な
児
の
掌
に
貼
り
っ
き
し
花

び

ら

一

つ

掛

谷

斎

藤

重

子

夜
桜
の
宴
も
果
て
し
花
の
下
余
韻

残
れ
る
廷
を
た
た
む

沼

江

大

阿

梅

子

昨
年
は
一
度
も
行
か
ず
鮎
漁
に
漁

場
を
さ
ぐ
り
て
解
禁
待
て
り

横

瀬

稼

勢

広

夫

出
稼
〆
切
は
毎
月
五
日
ま
で
に
三
句
は
ガ

き
で

送
り
究
勝
浦
町
三
渓
稼
勘
背
広
夫
ま
で

町
内
在
住
の
万
に
限
り
ま
す
。

次
回
は
川
柳
そ
の
次
は
俳
句
と
交
代
に
の

せ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
投
句
く
だ
さ
い
。

正
し
く使

お

う

/

み
ん
な
の
電
波

電
波
法
違
反
防
止
旬
間

6
月
|
日 
1
川
日

現
在
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
受

信
や
警
察
無
線
、
消
防
無
線
、
防

災
行
政
無
線
な
ど
国
民
の
生
命

・

財
産
を
守
る
た
め
に
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
無
線
通
信
に
、

種
々
の
電
波
妨
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
電
波
妨
害
の
多 
{
は、

郵
政
大
臣
の
免
許
を
受
け
て
い
な

い
無
線
局
か
ら
発
射
さ
れ
る
不
法

電
波
に
よ
る
も
の
で
す
。
み
ん
な

の
生
命

・
財
産
を
守
る
大
事
な
電

波
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

最
新
購
入
図
書
の

ご
案
内

「
鯨
の
海

・
男
の
海
」
(
市
原
基
)


「
終
戦
史
録
」
(
外
務
省
)
・
「
報
道


写
真
明
」
(
菅
島
新
聞
社
)
・
「
い
の


ち
あ
り
て
(
母
た
ち
の
戦
争
体
験
ピ


(県
婦
人
団
体
連
合
会
)
・
「
追
憶


時
代
」
(
赤
川
次
郎
)
・
「
殿
き
ま
浪


人」
 

(山
手
樹
一
郎
)


図
書
室
へ
購
入
希
望
の
図
書
が

あ
り
ま
し
た
ら
町
教
育
委
員
会
事

務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
る
か
、
備

え
つ
け
の
図
書
希
望
カ 

ド
を
ご

利
用
下
さ
い
。

l

ホ
シ
カ
ミ
キ
リ
ム
シ

買
い
上
げ
ま
す
。

-
買
い
上
げ
期
間

昭
和
六
十
二
年
六
月
十
日 

九

月
三
十
日

-
買
い
上
げ
日

原
則
と
し
て
毎
週
水
曜
日

・
買
い
上
げ
価
格

一
匹
当
た
り
二
十
円
(
町
と
農
協

で
半
額
づ
っ
負
担
す
る
も
の
で
す
。)

・
買
い
上
げ
場
所

農
業
協
同
組
合
の
事
務
所
(
支


所
を
含
む
。
)


-
そ
の
施


捕
殺
匹
数
が
よ
く
わ
か
る
主
つ


に
し
て
農
協
へ
ご
持
参
下
さ
い
。


男
女
雇
用
機
会
均
等
週
間

(
6
月
|
日 

初
日 
) 

l

l

H
V

ゆ 

ぽ

ば

は

さ

り
地
下
足
袋
の
指
蒲
公
英
挟
む

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
わたしの作品
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大
字
生
名

寸

4

J J J J
A

d

大
字
三
渓
字
宮
平
中
原

f

p
t
 

ヘ
大
字
三
淡
字
盤
測
石
�
 
居

哲
哉茂

嘉
久
�
 

-v



-v



松 山

大
字
棚
野

字
竹
園

大
字
久
国

字
馬
場

字
中
村

伊 田

大
字
生
名

字
中
道

大
字
三
渓

字
樫
湖

久
保

達
也
�
 長
女

J

君
代
」
沙
央
理

戸
籍
の
窓
�
 (普賢締略)

4
月
刊
日
1
5
月
刊
日

ご
結
婚
お
め
で
と
う

大
字
板
本

字久保

大
字
沼
江

字
夫
婦
訟

大
字
三
渓

字
中
村

大
字
中
角

字
大
鑑

大
学
坂
本

字
上
寺

大
寺
泊
江

字
西
岡

大
字
沼
江

字
県
岩

大
字
坂
本

字
観
音
量

松

本

重

幸

�

 二
男

J

真
理
子
」

和

善
意あ

り
が
と
う

ζ
ざ
い
ま
し
た

4
月
叩
日
�
 5
月
刊
日

i

玉
置
福
一
さ
ん
(
星
谷
)

匿

名

(

中

山

)

山
西
正
晃
さ
ん
(
黒
岩
)

匿

名

(

横

瀬

)

仙
オ
清
さ
ん
(
坂
本
)

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善

墨
絵
尚
子
級

時
間

場
所

六
月
七
日
(
日
)

六
月
十
七
日
(
水
)

九
i

午
後
七
時
三
十
分

時
三
十
分

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
図

書
室

日
日
間
勝
教
室

口
日
附
手
芸
教
室

日
日
附
踊
り
整
至

目
白
幽
生
花
教
室

泣
日
開
習
字
教
室

お
日
附
着
付
教
室

短
叡
学
級

七
月
十
一
日
(
土
)

附
手
芸
教
室

M
B

言)11
同ノ
、々/美祐 来1-t
典

大

下

和

雄

�

 二女
長

女

J

ま
ゆ
み
」

東

康

�

 
J

美
紀
」

友

岡

政

彦

一

二

女

明
美
」

未

¥
大
字
生
名
字
北
星
ム
ロ

/

小

松

島

市

上

原

ヘ
大
字
中
角
字
五
+
岡
山
上

/

小

松

島

市

朝

野

ヘ
大
字
三
淡
字
中
村

坂

口

戸

徳

島

市

笹

尾

異純輝 博正照和

お
誕
生
お
め
で
と
う

村 野

大
字
星
桂

字
吉
原

福
野

大

字

三

機

東

丹 中

賓
と

長
男一万

長
女

洋
子
」

香
長
女

雅

子

」

実

良
宏
�
 

J

長
女

久

美

一

裕

善
和
�
 

J

長
女

美

佐

」

仁

異
悟
�
 

J

二
男

悦

子

」

誉

大

字

坂

本

戸

田

裕

章

字

久

保

久

美

子
」

佳
長

女

題
「
紫
陽
花
(
あ
じ
さ
い
)
」

出
詠
締
切
日
六
月
二
十
日

勝
浦
会
館
六
月
行
事

却
日
四
位
牒
教
室

各
講
座
と
も
午
後
八
時
か
ら
開

講
し
ま
す
。(
藤
教
室
は
七
時
三
十

分
か
ら
、
習
字
教
室
は
七
時
か
ら

開
講
)
時
間
に
遅
れ
な
い
占
7
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

訂
正
と
お
詑
び

先
月
号
表
紙
町
民
の
う
ご
き
の

中
で
「
世
帯
数
千
八
百
五
十
八
」
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
、

「
世
帯
数
千
九
百
八
十
」
で
し
た
の

で
、
訂
正
し
て
お
詑
び
い
た
し
ま

す。

理治美術子人美広

上

野

哲

{
一ホ�
 

/
二
男

大

上

孝 美
子
」

弘
長
女

J

意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

社
会
総
合
大
学

グ
学
習
白
の
お
知
ら
せ
�
 

后
子
」

智

小
西

二
郎
/
長
男

敦
子
¥
竜

加
藤
隆
弘
�
 
長
男

J

久
美
子
」

大

H

綴
教
室

手
芸
教
室

踊
り
教
室

生
花
教
室

門
口
目
円

習
字
教
室

勝
浦
同
和
問
題
研
究

会

・
定
例
会

着
付
教
室

踊
り
教
室
�
 

Q
U

習
字
堂
級

六
月
四
日
(
木
)

六
月
二
十
五
日
(
木
)

九
時

i

や
お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
坂
本
字
繁
罰
則

仙

オ

長

太

郎

(

部

歳

午
後
七
時

住
�
 福
祉
セ
ン
タ
ー
図

、〆

犬の被害が増えています 場時
一飼い犬は必ずつないでく ださいー 所間

E
b

書
室

ー

口
�
 
同
月
�
 

i

U

3
日
附

4
日
附

5
日
幽

11 9 

同(刈
日日

子美

小犬� 100円
成犬� 300円

織 博 穂 菜 気

6月定例心配ごと相談� 

日時 6月� 5回世

午前10時~午後� 3時

内容 人権・行政・厚生・福祉

湯所 住民福祉センター� 2階

(平日でも受付しておりますので)
お気軽にお問い合わせください

不用犬買い上げ日� 

6月� 3日同� 

6月17日同私
夜間毅急当番表� 

6月?日 赤岩医院 �  

〔電話番号〕� 

勝浦病院

2 -2 555 

山西医院�  

2-3027 

湯 浅 医 院 �  

2 -2 003 

赤岩医院

2 -2 006 

上勝診療所� 

6 -0 302 

3日 勝湾病院

5日 上勝診療所

⑦日 勝浦病院�  

9日 山西豆院

11日 勝浦病院�  

13日 湯浅医院�  

15日 勝浦病院

17日 赤岩医院�  

19日 勝浦病院

⑪日 上勝診療所� 

23日 勝浦病院�  

25日 山酉医院

27日 勝浦病院�  

29日 湯浅医院

午後6時一翌朝午前9時
午後ア時一翌朝午前9時

日
日

平

休



と
ニ
ろ

該
当
児

と

き

と
ニ
ろ

該
当
児
�
 

4

き

と※ ※ 

0)(1

一
�
 

L

s-
~EEL-)

E

h
Eh

第204号	 カミ コ つ ら� 昭和62年� 6月1日

精
神
障
害
や
、
運
動
障
害
な
ど
の

後
遺
症
を
残
す
病
気
で
す
。

一
�
 

基
盤
と
な
っ
て
出
て
く
る
も
の
で

次
の
日
程
で
地
区
を
巡
回
し
ま

圃
�
 

記

す
の
で
、
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
�
 -
圃
圃

④
入
浴
は
四
十
度
の
や
や
ぬ
る
め

ん

φ
卜
イ
レ
は
暖
か
く
し
、
自
然
の

一

ー
ス
で
す
。
血
圧
の
高
い
人
は
シ

一

フ

月

の

健

康

グ

ビ
ン
の
用
意
え

一
�
 

刈ぷ� 

一圃

便
通
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。
強
く
リ
一
�
 

」

ν?わキ
む

こ

と

の
な
い
よ
う
に
。

一

ー
デ
ド
イ
�
 ヒ
�
 

「	 

に
。
ま
た
入
浴
時
聞
は
五
1
十
分
一

程
度
に
し
、
長
湯
は
避
け
ま
し
ょ

司

う
。清

潔
な
下
着
、
快
適
な
服
装

F
¥
J
y
l
-
-

y

f
L

h

la

日
の
食
生
活
や
労
働

・
運
動

・
精

神
的
ス
ト
レ
ス
な
ど
日
常
生
活
が

尿
検
査

相
談

体
温
が
三
十
七
度
以
上
あ
る
人
。
�
 

おかもとたつやくん

O O

O

す
。
定
期
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

録
し
て
お
き
ま
し
ょ
、
っ
。

内

容

�

 血
圧
測
定

O

。

料

金

五
百
円
(
満
三
歳
以
上
)
。

受
け
て
は
い
け
な
い
人
�
 

一

・

�

 

金

無
料

心
臓
病
・
腎
臓
病
・
肝
臓
病
・

健
康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ

o

一

脳

卒

中

を

防

ぐ

~

刊

の

ポ

イ

ン

ト

⑤

…
成
人
病
の
中
で
も
、
と
く
に
脳
よ
く
日
光
を
当
て
た
寝
具
は
気
分

Z
T

歳
児
健
康
診
査

六
月
十
二
日
(
金
)

午
後
一
時
三
十
分
1
二

時
三
十
分

勝
浦
病
院
小
児
科

昭
和
六
十
一
年
六
月

一

日
1
九
月
三
十
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
子

母
子
手
帳
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

乳
児
健
康
診
査

六
月
二
十
六
日
(
金
)

午
後
一
時
三
十
分
1
二

時
三
十
分

勝
浦
病
院
小
児
科

糖
原
病
な
ど
に
か
か
っ
て
い
る

人
で
急
性
期
又
は
、
増
悪
期
に

あ
る
人
。

一
年
以
内
に
け
い
れ
ん
症
状
を

ん
治
療
が
行
わ
れ
一
命
を
と
り
と
め
⑥
は
急
物
は
足
に
あ
っ
た
も
の
を
:
一

一
て
も
、
後
遺
症
と
し
て
手
足
の
機
足
を
冷
や
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
ん

そ
の
他
、
医
師
が
不
適
当
と
認

一
能
障

害

を

残

す

こ

と

が

多

く

あ

り

と

も

大

切

で

す

。

一

め
た
人
。

…
ま
す
。

ま
た
回
復
も
遅
い
た
め
家
⑦
姿
勢
は
正
し
く
背
す
じ
は
ピ
ン
一

一
族
と
も
ど
も
苦
労
の
多
い
病
気
で
と
伸
ば
し
、
笑
顔
で
楽
し
い
毎
日
…

ん
す
。
脳
卒
中
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
を
。

一

一
こ
と
に
気
を
つ
け
て
日
常
生
活
を
⑧
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に
。
タ
バ
コ

ん

一
送
り
ま
し
ょ
う
。

は
で
き
れ
ば
や
め
ま
し
ょ
う
�
 

o o

o
 

f
 

お
こ
し
た
こ
と
の
あ
る
人
。

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

日
本
脳
炎
予
防
接
種

に
生
ま
れ
た
子

母
子
手
帳
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

i
昭
和
六
十
二
年
一
月

一

イ
エ
蚊
を
な
か
だ
ち
と
し
、
日
本

日
�
 四
月
三
十
日
ま
で

脳
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
よ
っ
て

発
病
す
る
も
の
で
す
。

症
状
は
、
突
然
の
発
熱
で
始
ま

り
唱
吐
、
下
痢
、
腹
痛
な
ど
の
消
化

器
症
状
を
伴
い
、
意
識
障
害
や
け

①
媛
か
い
所
か
ら
急
に
寒
い
所
へ
・
:
⑨
お
酒
は
、
た
ん
ぱ
く
質
・
脂
肪
・
一

寒
暖
の
差
は
血
圧
を
高
く
し
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
の
多
い
食
べ
物
と
い
っ
…

ん
寒
さ
に
注
意
。

し
ょ
に
た
し
な
み
ま
し
ょ
う
。

一 …一
②
冬
、
寒
い
夜
中
に
起
き
て
ト
イ
⑬
食
塩
の
多
く
含
ま
れ
て
い
る
食
一

一
レ
・
:
脳
卒
中
を
起
こ
し
ゃ
す
い
ケ
事
は
控
え
ま
し
ょ
う
。
�
 

(

/

一

「ノ一

v
d
立
ポ
行
だ
ゆ
益
二


匂

〆
�
 

4
判
事
司
一

ご
浅
い
三
氏
宅
一
�
 

/

h

mj

U
M
K

シ

「
�
 

/
/

一

久

/

〉

/

¥

、

一

l
i
l
l
i
c
-
-
-
J
 

… 一
�
 

fil--、
A

-

V

Z
，
�
 

一

/

入

一

，

�

 

J
¥

/
/
l
¥
¥
K
l
¥
〈
�
 

日
本
脳
炎
と
は
、
コ
ガ
タ
ア
カ

巡
回
健
康
相
談

成
人
病
は
年
齢
と
と
も
に
、
毎

い
れ
ん
な
ど
、
脳
症
状
を
お
こ
し
、

hv 

巡回健康相談日程 ※ 料

月日 場 所 時 問� 

.9{cTI<) 坂本集会所 午前10時30分-11時30分

%同 今山公会堂 午後� 11時30分-3時� 

Fィ謝
生名集会所

棚野集会所

午後 1時30分-3時

午後� 11時30分-3時� 

J1謝 久国公会堂 午前10時-11時30分

%必d

弱体)

星谷集会所

勝浦会館

午後l時30分ー� 21栴扮

午前10時-11時30分

日本脳炎予防接種目程表

月日 時 問 場 戸斤

%附

%(刈

J1財4

午 後 �  3時 -41時

午 後 �  2時 -3時

午後� l時30分-3時

与川内事業所

沼江保育 所�  

勝減町農協倉庫二階

%却)

%主必

J{.(制

午後�  1時-2時

午後 l時30分-2時ぬ分

午後 l時30分-2時ぬ分

午後�  3時-4時

坂 本 小 学校

星谷集会所�  

生名集会所

住民福祉センター

%肘 午後�  2時一� 3時 農村婦人 の家
歯の衛生週間�  
( 6月4日一� 10日)

…一
F
 

中
は
、
発
病
後
、
幸
い
適
切
な
も
よ
く
、
健
康
の
も
と
で
す
。
�
 --一.…
 

4の代、井
一

.…
�
 

MUS04
テキストボックス
みんなの健康




